
 

行田市老人ホーム大寿荘 

 

施設所管課：老人ホーム大寿荘 

 

《施設の概要》 

 

１ 所在地  行田市大字野１２３７番地   

 

２ 開設年月日 昭和３７年７月１日（築４９年） 

 

３ 総工費  １３，２００，０００円 

  

４ 構造   補強コンクリートブロック造平屋建 （８３６．３８㎡） 

 

５ 敷地面積 ４，１０２㎡ 

 

６ 主な館内施設 居室、食堂兼ホール、浴室、医務室、理髪室、事務室 

 

７ 設置根拠 行田市老人ホーム大寿荘条例 

       行田市老人ホーム大寿荘管理規則 

 

《平成２３年度予算額》 

老人ホーム施設管理費 ５８，２５５，０００円 

 

《現在の状況》 

「大寿荘」は、昭和３７年に生活保護法に基づく養老施設として開設し、

翌３８年施行の老人福祉法等により、現在の養護老人ホームとなった。 

環境上及び経済的理由等により、地域において自立した生活を送ることが

困難な高齢者の入所施設として、本年で築４９年目を迎えている。 

入所者は４名（男性２名、女性２名）で、定員（２８名）に対する入所者

の割合は２割に満たない状況である。 

高年齢化（平均年齢：約８１歳）が顕著で、２名が特別養護老人ホームへ

申込を済ませている。特に入所者が少人数であることから他者とのふれあ

い・交流等が不足している。 

 



《その他特記事項》 

・ 施設の構造及び老朽化により、バリアフリー化及びプライバシーの確保が十

分に保てない。 

・ 行田市高齢者保健福祉計画策定委員会より「運営費は市の財政負担への影響

が大きく、今後のあり方については、廃止の方向で検討が必要」との意見を

いただいている。 


